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研究成果の概要（和文）：政治経済社会のグローバリゼーションと、デファクトで進展するクロスボーダー化によって
、従来国家（ナショナル）のレベルにおいて主な政策決定がなされてきた教育においても、世界的（グローバル）もし
くは地域的（リージョナル）なレベルでの多層的なガバナンス体制構築の重要性が増しつつある。本研究は、教育の国
際的な政策決定メカニズムを、グローバルとリージョナルの2段階をナショナルとの対比・相互関係で考察し、その過
程を分析・理論化することを目的に実施された。特に高等教育とインクルーシブ教育の2つの重要な教育サブセクター
とポスト2015の教育課題を題材に、国際的な政策過程を調査し、理論化を試みた。

研究成果の概要（英文）：In the education sector, in which policy decision was mainly made by nation 
states, the importance of constructing multi-layered (global and regional) governance framework is 
growingly important due to the political, economic and societal globalization and advancing de fact 
cross-border integration. This study was conducted to analyze and theorize international policy making 
mechanism of education comparing and relations its national process. In particular, this study focused 
higher education sector, inclusive education sector and the Post 2015 education agenda setting to analyze 
their international policy processes and tried to theorize them.

研究分野：比較教育学

キーワード： グローバルガバナンス　地域統合　高等教育　EFA　インクルーシブ教育　世界銀行　ユネスコ　ミレニ
アム開発目標

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 国境を越えた人の移動の爆発的増大、経済
の国際的相互依存関係の深化、情報通信技術
の長足の進歩、そして知識基盤社会の台頭は、
従来基本的には一国の枠組みで考えられて
いた教育のあり方に大きな変容を迫りつつ
ある。一方、研究開始の時点で、世界には未
だ 7億人以上の非識字者と 7000万人以上の
未就学の児童が存在していた。国際社会は途
上国における基礎教育の深刻な現状をグロ
ーバルな課題として認識し、協調・協力して
活動していく必要のあることを、様々な国際
協議の場で確認してきた。1990 年の「万人
のための教育世界会議」以降、2000年の「世
界教育フォーラム」や「ミレニアム開発目標
（MDGs）」の策定を経て、教育セクターは
世界銀行・ユネスコ・ユニセフ等の国際機関
や先進諸国の二国間援助機関が発展途上国
に対して行なう国際協力の主要なセクター
となってきた。2000 年以降は、こうしたグ
ローバルな教育課題を議論する国際的なフ
ォーラムとして G8 サミットの役割が大きく
なり、特にジェノア・カナナスキス・グレン
イーグルス・サンクトペテルブルク・北海道
洞爺湖で開催された各サミットでは、それぞ
れグローバル課題としての教育に関する集
中した議論が行われ、その成果が実際の国際
教育協力のフレームワークに大きな影響を
及ぼした。特に、初等教育の完全就学を中心
にした国際目標の達成のために、世界銀行を
中心として設けられたファストトラックイ
ニシアティブ（FTI）基金は、教育のための
グローバルファンドとしてさらに発展しよ
うとしていた。 
  国際的な教育に関するガバナンス体制の
模索は、グローバルなレベルだけでなく、リ
ージョナルなレベルでも進展していた。ヨー
ロッパでは、EU統合の動きの中で、「ソクラ
テス・エラスムス計画」等の地域教育計画が
実施され、域内での国際的な教育交流と連携
が急速に拡大した。北米 NAFTAやアフリカ
連合（AU)が既にそれぞれ教育をその対象と
しており、アジアでも「ASEAN 共同体」や
「東アジア共同体」等の地域統合構想が教育
を重要セクターとして位置付けて政策的議
論がなされる等、教育の国境を越えた域内協
力・交流・連携はますます大きく進展してい
た。 

 
２．研究の目的 
 上記のような背景から、教育政策の国際展
開や国際機関の教育政策をナショナルレベ
ルの教育政策の集合体として分析するだけ
ではなく、主体的・能動的な意図や政策決定
メカニズムを有するグローバルもしくはリ
ージョナルな多層的ガバナンス体制として
理解し分析することが重要であることが認
識されるようになった。特に、教育の国際的
な政策決定メカニズムを、グローバルとリー
ジョナルの 2段階をナショナルとの対比・相

互関係で考察し、その過程を分析・理論化す
ることを目的に本研究は構想された。ひいて
は、教育分野からグローバルガバナンス研究
や地域統合研究への新たな分析フレームワ
ークと理論仮説の提示を試み、日本や国際社
会における国際教育交流・協力・連携の実
践・政策過程に貢献することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、グローバル・リージョナルに
展開される、以下の 3つの教育の国際的ガバ
ナンスのあり方に焦点を当てて、国際機関や
各国教育省における実態調査を行い、またそ
の枠組みの形成プロセスに実際に関わるこ
とによって、情報を得て、研究を行った。 
 
（１）ポスト 2015 の教育政策の形成過程 
 本研究の実施期間が 2015 年のミレニアム
開発目標の目標年の直前であったことから、
教育のグローバルガバナンスの代表的事例
としてEFA及びミレニアム開発目標のポスト
2015 に向けた国際的議論と政策決定過程を
ユネスコや世界銀行の協力を得てフォロー
した。この過程で、各種政策文書の収集と分
析、世界銀行やユネスコ（パリ本部及びアジ
ア太平洋教育事務局）等の国際機関や、JICA
や英国国際開発省等の二国間援助機関、各国
教育省における聞き取り調査、ユネスコ
Global Education Meeting（マスカット）や
アジア地域会合（APREC、バンコク)、ESD 世
界会議（名古屋）等のポスト 2015 に関わる
重要国際会議への参与観察を行った。 
 
（２）インクルーシブ教育 
 第 2 の本研究調査対象として、インクルー
シブ教育・特別支援教育を選定し、世界銀
行・ユネスコ（パリ本部及びアジア太平洋教
育事務局）や JICA 研究所と協力し、この教
育サブセクターに関するグローバル・リージ
ョナルなガバナンスの展開をフォローした。
この過程で、ユネスコパリ本部で開催された
サラマンカ宣言 20 周年記念専門家国際会合
や、ユネスコアジア地域会合での参与観察を
行い、また、この分野における世界銀行の
SABER（教育政策評価の手法開発）開発に関
与した。 
 
（３）高等教育 
 第 3 の本研究調査対象として、高等教育を
選定し、東南アジア文部大臣機構高等教育開
発センター（SEAMEO-RIHED)やユネスコ、ア
ジア開発銀行、APEC などと協力し、高等教育
サブセクターに関するグローバル・リージョ
ナルなガバナンスの展開をフォローした。こ
の過程で、ユネスコの高等教育アジア地域会
合や SEAMEO 関連会議で参与観察を行った。 
 

４．研究成果 
（１）ポスト 2015 の教育政策の形成過程 



 ポスト 2015 の教育政策が形成される過程
において、異なるサブセクター間の優先順位
の設定に、グローバルガバナンスの様々なス
テークホルダーが政治的に関与し、その政策
過程においては、国家だけではなく、非国家
行為体（NGO や国際機関・研究者等）の力は
大きいことが明らかになった。また、この政
策プロセスにおいては、ソフトパワー的アプ
ローチではなく、より交渉を重視した知識外
交的アプローチがとられることも明らかに
なった。 
 
（２）インクルーシブ教育 
 インクルーシブ教育は、1994 年のサラマン
カ宣言以降、世界的な教育の潮流として、ユ
ネスコを中心に提唱されてきたが、2006 年に
国連において障害者権利条約が発効し、多く
の国々が署名・批准する中で、インクルーシ
ブ教育への政策的方向性が法的な強制力を
伴ったものとして、一部の国々に受けいられ
ている。一方、途上国における特別支援教育
の学校現場では、インクルーシブ教育を幻想
と捉え、より現実的な施策を求める声も大き
かった。このようなインクルーシブ教育と特
別支援教育を巡るイデオロギー的対立は、グ
ローバルな政策目標の設定と、ローカルな教
育ニーズとの相克にも置き換えられる。 
 
（３）高等教育 
 高等教育では特にアジアのリージョナル
ガバナンスに関する調査を行い、アジア地域
においては、「地域の地域化」が経済や社会
の分野だけではなく、教育においてもおこっ
ていること、北東アジア・東南アジア・東ア
ジア・アジア太平洋等の多層的な地域におい
て、異なった地域的枠組みが形成されること
により、アジアにおける高等教育の多様性に
対処していること、東アジアにおける高等教
育の国際的連結性は、教育への雁行形態論の
応用として位置づけることが出来ること、ヨ
ーロッパと違い、東アジアにおける高等教育
の枠組みの設定はASEANという比較的小さい
経済体が日中韓という大きな経済体を統合
するような逆ハブスポークシステムである
こと、等が明らかになった。 
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